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告 示

北海道告示第 号

北海道青少年保護育成条例（昭和 年北海道条例第 号）第４条第１項の規定により、次
の興行を有害興行として指定する。
平成 年９月 日

北海道知事 高 橋 はるみ

附則第４項及び公衆浴場入浴料金の統制額の指定等に関する省令（昭和 年厚生省令第
号）第２条の規定により、北海道における公衆浴場入浴料金の統制額を次のとおり指定し、
平成 年 月１日から施行する。
なお、平成 年北海道告示第 号（公衆浴場入浴料金の統制額の指定）は、平成 年９

月 日限り、廃止する。
平成 年９月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
公衆浴場入浴料金（公衆浴場法施行条例（昭和 年北海道条例第３号）第２条第１号の普

通浴場に係るものに限る。）の統制額
歳以上の者（大人） 円
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興行の
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興 行 の 題 名 制作会社又は
配 給 会 社

指定の
範 囲

指 定 の 理 由

全 部

著しく粗 性を助長し、性的
感情を刺激し、又は道義心を
傷つけるもの等であって、青
少年の健全な育成を害するお
それがあると認められるため

映 画 サイコレイプ もう…やめないで。 新日本映
同 老人と和服の愛人 秘密の夜 い部屋 同

北海道告示第 号

物価統制令（昭和 年勅令第 号）第４条、物価統制令施行令（昭和 年政令第 号）

北海道告示第 号

土地改良法（昭和 年法律第 号）第 条第２項の規定により、次のとおり土地改良区
の定款の変更を認可した。
平成 年９月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
認可年月日 土 地 改 良 区 名
平成 神竜土地改良区
同 音更町土地改良区

北海道告示第 号

土地改良法（昭和 年法律第 号）第 条において準用する同法第 条第 項の規定に
より、夕張川水系土地改良区連合から、次のとおり役員の退任の届出があった。
平成 年９月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
退任年月日 理事・監事の別 氏 名 住 所
平成 監 事 齋 藤 茂 雄 夕張郡栗山町字共和 番地
同 同 袴 田 忍 同 由仁町山桝 番地

北海道告示第 号

土地改良法（昭和 年法律第 号）第 条の３第１項の規定により、次の地区について
道営土地改良事業の土地改良事業変更計画を定めた。
その関係書類は、平成 年９月 日から 日間、一般の縦覧に供する。
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なお、この変更計画については、同条第６項において準用する同法第 条第６項の規定に
基づき、縦覧期間満了の日の翌日から起算して 日以内に北海道知事に異議申立てをするこ
とができる。
また、同条第７項の規定による決定に不服がある者は、同条第 項の規定に基づき、北海

道を被告として、決定があったことを知った日の翌日から起算して６月以内に当該決定の取
消しの訴えを提起することができる。
平成 年９月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
地 区 名 事 業 の 種 類 縦 覧 場 所
篠津幹線 経営体育成基盤整備（農業用用排水、暗きょ、区画整理） 北海道石狩支庁
富良野南 同 （農業用用排水、暗きょ、客土） 北海道上川支庁
西 学 田 同 （暗きょ、農業用用排水） 同

解 除 の 理 由 農道用地とするため
（「次の図」は、省略し、その図面を関係支庁経済部林務課及び関係町役場に備え置いて
縦覧に供する。）

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２第１項の規定により、次のように保安林の指
定を解除する予定である。
平成 年９月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 解除予定保安林の所在場所 釧路郡釧路町中央九丁目 、 の１、 の２、 の１

から の３まで
２ 保安林として指定された目的 霧害の防備
３ 解 除 の 理 由 指定理由の消滅

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２第２項の規定により、次のように保安林の指
定を解除する。
平成 年９月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 解除に係る保安林の所在場所 余市郡余市町白岩町 ・ の１・ の９・ ・

（以上５筆について次の図に示す部分に限る。）
保安林として指定された目的 土砂の崩壊の防備
解 除 の 理 由 道路用地とするため

２ 解除に係る保安林の所在場所 標津郡中標津町字養老牛 の１（次の図に示す部
分に限る。）

保安林として指定された目的 風害の防備

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２の規定により、次のように保安林の指定施業
要件を変更する予定である。
平成 年９月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 指定施業要件変更予定保安林 久遠郡せたな町（次の図に示す部分に限る。）
の所在場所

２ 保安林として指定された目的 公衆の保健
３ 変 更 後 の 指 定 施 業 要 件

立 木 の 伐 採 の 方 法
ア 主伐は、択伐による。
イ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町
村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
ウ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。
立 木 の 伐 採 の 限 度 次のとおりとする。

（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を北海道檜山支庁経
済部林務課及びせたな町役場に備え置いて縦覧に供する。）

北海道告示第 号

農林水産大臣から、次のように保安林の指定施業要件を変更する予定である旨、森林法
（昭和 年法律第 号）第 条の において準用する同法第 条の規定による通知があった。
平成 年９月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 指定施業要件変更予定保安林 釧路市（次の図に示す部分に限る。）

の所在場所
保安林として指定された目的 土砂の流出の防備
変 更 後 の 指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

次の森林については、主伐は、択伐による。
釧路市（次の図に示す部分に限る。）
その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。
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主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立 木 の 伐 採 の 限 度 次のとおりとする。
２ 指定施業要件変更予定保安林 久遠郡せたな町（次の図に示す部分に限る。）

の所在場所
保安林として指定された目的 土砂の流出の防備
変 更 後 の 指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

主伐は、択伐による。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立 木 の 伐 採 の 限 度 次のとおりとする。
３ 指定施業要件変更予定保安林 久遠郡せたな町（国有林。次の図に示す部分に限

の所在場所 る。）、せたな町（次の図に示す部分に限る。）
保安林として指定された目的 土砂の崩壊の防備
変 更 後 の 指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

主伐は、択伐による。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立 木 の 伐 採 の 限 度 次のとおりとする。
４ 指定施業要件変更予定保安林 久遠郡せたな町（国有林。次の図に示す部分に限

の所在場所 る。）
保安林として指定された目的 風害の防備
変 更 後 の 指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

主伐は、択伐による。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立 木 の 伐 採 の 限 度 次のとおりとする。
５ 指定施業要件変更予定保安林 苫前郡苫前町（次の図に示す部分に限る。）

の所在場所

保安林として指定された目的 土砂の流出の防備
変 更 後 の 指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

次の森林については、主伐は、択伐による。
苫前町（次の図に示す部分に限る。）
その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。
６ 指定施業要件変更予定保安林

の所在場所
苫前郡初山別村（国有林。次の図に示す部分に限

る。）、苫前町・初山別村（以上１町１村について次
の図に示す部分に限る。）

保安林として指定された目的 土砂の崩壊の防備
変 更 後 の 指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

主伐は、択伐による。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立 木 の 伐 採 の 限 度 次のとおりとする。
７ 指定施業要件変更予定保安林 網走郡津別町（次の図に示す部分に限る。）

の所在場所
保安林として指定された目的 土砂の流出の防備
変 更 後 の 指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

次の森林については、主伐は、択伐による。
津別町（次の図に示す部分に限る。）
その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。
（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を北海道水産林務部
治山課並びに釧路市役所及び関係町村役場に備え置いて縦覧に供する。）
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北海道告示第 号

道路法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、道路の区域を次のとおり変
更し、同条第２項の規定により道路の供用を開始する。
その関係図面は、北海道建設部道路整備課及び北海道網走土木現業所に備え置いて、告示
の日から２週間、一般の縦覧に供する。
平成 年９月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 道路の種類 道道
２ 路 線 名 下仁頃相内停車場線
３ 道路の区域
区 間 変更前後の別 敷地の幅員 延 長 国道等との重複区間
北見市美園 番１地先から 前 から ――北見市相内町 番２地先まで まで

後 から ――まで

毎 週 火 ・ 金 曜 日 発 行 （購読料金（送料とも）は月額 円） 発 行 北 海 道
編 集 北海道総務部法制文書課
印 刷 富 士 プ リ ン ト 株 式 会 社

北海道告示第 号

都市計画法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、都市計画を次のとおり
変更した。
その都市計画の図書は、北海道建設部都市計画課に備え置いて一般の縦覧に供する。
平成 年９月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 小 都市計画道路に係る事項

都市計画の種類 道路
都市計画を定めた土地の区域
種 別 名 称 起 点 終 点 主 な 経 過 地
幹線街路 号朝里温泉通 小 市新光２丁目 小 市朝里川温泉２丁目 小 市新光５丁目

（縦覧に供する都市計画の図書のとおり）
２ 帯広圏都市計画道路に係る事項

都市計画の種類 道路
都市計画を定めた土地の区域
種 別 名 称 起 点 終 点 主な経過地
幹線街路 号弥生新道 帯広市西 条南１丁目 帯広市川西町 帯広市南町

（縦覧に供する都市計画の図書のとおり）


